
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な出火原因は、こんろ77件、電気関係62件、放火55件、たばこ43件、スト

ーブ34件で、こんろによる火災が最も多くなりました。 

平成28年中と比べ「電気関係」・「放火」・「たばこ」による火災は減少しましたが、

こんろによる火災が１件、ストーブによる火災が7件増加しました。 

 

★主な出火原因 
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★平成２９年中の火災の発生状況（速報値） 

第35号（平成 30 年１月号） 

札幌市における平成29年中

(1/1～12/31)の火災発生件数

は474件で、前年比43件減少

し、過去10年間で最も少なくな

りました。 

火災による死者は19人で、前

年に比べ増加1人増えました。 

平成28年 平成29年 増減

517 474 -43

340 322 -18

全焼 15 22 7

半焼 20 19 -1

部分焼 97 95 -2

ぼや 208 186 -22

1 0 -1

109 91 -18

67 61 -6

野火 8 11 3

18 19 1

自殺（人） 5 3 -2

84 82 -2
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【こんろ火災】 

・油脂が溜まらないよう、定期的に清掃する。 

・こんろを使用している時はその場を離れない。 

・電話や来客等でこんろを離れる場合は、確実に火を消す。 

 

【電 気火災】 

・電気コードを家具などの重たいものの下敷きにしない。 

・コンセント周辺にホコリをためない。 

 

【たばこ火災】 

・灰皿には吸い殻をためず、吸い殻は水をかけてから捨てる。 

・寝たばこはしない。 

 

 

【ストーブ火災】 

・ストーブの上方には洗濯物を干さない。 

・ストーブの周りには燃えやすいものを置かない。 

 

 

★火の取扱いの注意ポイント 

★火災による死者の状況 

火災による死者19人のうち、住宅(一般住宅・

共同住宅)での死者は17人(89.5％)を占めてい

るとともに、65歳以上の高齢者が12人となっ

ています。 

 過去10年間の死者（自殺以外）の発生原因は、

たばこが最も多くなっています。 

死者火災の主な出火原因(過去１０年) 

たばこ 27 

ストーブ 16 

放火 10 

電気 6 

こんろ 4 

ライター等 ２ 

 ※ 「原因不明」、「放火自殺」、「調査中」を除く。 

発行：札幌市消防局予防部予防課   

〒064-8586 札幌市中央区南4条西10丁目 

☎011-215-2040   

 

市民が主役の火災予防 

① 火災予防行事・活動に参加しましょう  ④ 防炎品を使用しましょう 

② 火災予防の知識・行動要領を身につけましょう ⑤ 放火されない環境をつくりましょう 

③ 消火器などの防災機器を備えましょう  ⑥ 火災から高齢の方などを守りましょう 
さっぽろ市 
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